






































































































































校		 	 	福永俊吉      
　大正12年，京都市立美術工芸学校図案科を
卒業した福永俊吉は，その後京都高等工芸学
校図案科に入学し，昭和２年卒業後，松坂屋
図案部に図案家として就職する。昭和８年に
は京都市染織試験場に就職し助手，商工技手
を務め，昭和16年には京都絵画専門学校の教
員，昭和24年には京都工芸繊維大学の教員と
なる。両校と関係の深い福永は，染織工芸品，
ポスター，装飾パネル，船舶の室内意匠，劇
場の緞帳の図案など，産業デザイナーとして
活躍し，多くの作品を残している。福永はそ
うした産業界での活動の一方で，大学で多く
の研究者やデザイナーを育て上げている。こ
の福永の事績は，デザイン教育の一つの在り
方を示唆しているのではないだろうか。
